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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ホイールにタイヤ本体を装着したタイヤにおいて、
前記ホイールの一方の側に取り付けた支持板と、該支持板からタイヤ本体の側面に沿って
回動かつ首振り自在に立ち上げ、上端をタイヤ本体の上面に沿って折り曲げたスタッドア
ームと、該スタッドアームの折り曲げ部分の上面に設けた複数のスタッドとを備えたスタ
ッド部材と、
前記ホイールの他方の側に取り付けた支持板と、該支持板からタイヤ本体の側面に沿って
立ち上げるとともに、前記スタッド部材の端部を保持する保持部材とを備えており、
常態においては前記スタッドアームをタイヤ本体の側面に沿った位置に回動し、かつスタ
ッドアームを首振りさせてタイヤ本体の外形よりも内側に折り畳んだ状態としてあり、
雪道等において使用する際には、前記スタッドアームを首振りさせてタイヤ本体の外周上
に位置するように立ち上げ、かつタイヤ本体の上面に沿った位置に回動させた上、スタッ
ドアームの端部を保持部材の端部に連結してスタッド部材の複数のスタッドがタイヤ本体
の上面を横断するように配置することを可能としたことを特徴とするタイヤのスパイク保
持具。
【請求項２】
前記スタッドアームをタイヤ本体の側面に沿って立ち上げて回動かつ首振り自在とする手
段は、スタッドアームを軸受を介して回動可能に保持する縦軸部分と、該縦軸部分を首振
り可能に支持板に保持する横軸部分とからなることを特徴とする請求項１記載のタイヤの
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スパイク保持具。
【請求項３】
前記スタッド部材の端部を保持する保持部材は、該保持部材の端部に設けた挿通ピンを、
前記スタッド部材の先端に設けた挿通孔にはめ込み、かつ挿通ピンと挿通孔との係合が解
かれるのを防止するロック手段を設けたことを特徴とする請求項１または２記載のタイヤ
のスパイク保持具。
【請求項４】
前記挿通ピンと挿通孔との係合が解かれるのを防止するロック手段は、前記挿通ピンと挿
通孔との間に介在させた磁石からなることを特徴とする請求項３記載のタイヤのスパイク
保持具。
【請求項５】
前記スタッド部材および保持部材は、前記支持板に緩衝部材を介在させた上で連結してあ
ることを特徴とする請求項１ないし４のいずれかに記載のタイヤのスパイク保持具。
【請求項６】
前記常態においてタイヤ本体の側面に沿った位置に回動し、かつ首振りさせてタイヤ本体
の外形よりも内側に折り畳んだ状態としたスタッドアームは、前記ホイールに設けたリン
グ状ハンガーに取り付けた係合ピンに前記スタッド部材の先端に設けた挿通孔をはめ込ん
で係止するようにしたことを特徴とする請求項１ないし５のいずれかに記載のタイヤのス
パイク保持具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、必要に応じてタイヤ本体上にセットすることができ、また不要の際にはタイヤ
本体上から退避させてホイール部分側面に保持しておくことができるようにしたタイヤの
スパイク保持具に関する。
【背景技術】
【０００２】
従来、ノーマルタイヤを装着した車両を運転して雪道走行をする際には、タイヤチェーン
をノーマルタイヤに巻き付けなければならず、極めて煩雑であった。
また、スパイクタイヤを予め装着しておけば雪道走行は容易となるが、雪の無い舗装道路
等を走行する際にスパイクによる粉塵が巻き上がり、環境衛生上好ましくないため最近で
はスパイクタイヤの装着を禁止する傾向にある。
一方で凍結した路面等では、スパイクタイヤでないと安全に走行できないというのも現実
である。
【０００３】
そのため、特開平７－３０４３１０号公報（特許文献１参照）には、ホイールに装着され
るタイヤ本体と、タイヤ本体の側部に一体的に配置した側部タイヤ部とを備えたタイヤで
、側部タイヤ部は、タイヤ本体の本体トレッドと同径で千鳥状配置にピン孔を全周に亘っ
て形成した側部トレッドと、タイヤ本体の空気室の側部に位置する側部空気室と、側部ト
レッドの内部で側部空気室の外周に配置した千鳥状配置の突出ピンを突設した変位体と、
側部トレッドの内周に沿って配置した千鳥状配置の長穴を全周に亘って設けたスライド帯
体と、変位体とスライド帯体とに連結され側部空気室の空気圧の増減に応じた前記変位体
の変位により前記スライド帯体をスライドさせるスライド用弾性体とを有するタイヤ及び
補助タイヤが提案されている。
【０００４】
また、実用新案登録第３０８３０６６号公報（特許文献２参照）には、
（イ）ノーマルタイヤ、スタッドレスタイヤ、スノータイヤのいずれにも道路との接地面
全体に等間隔に溝を設け、その溝の内側両面にスパイク金具４に付属したそでを挿入する
ための溝を施す。そしてスパイク金具４を装着した後、金具のそでにあけてある穴１１と
タイヤの穴とに止め鋲を打ち込んで、スパイク金具を固定させ、スパイクタイヤとしての
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働きを可能にする。
（ロ）上記の各種タイヤに、タイヤの接地部分を繰り抜いた板状の金具を輪状にしてタイ
ヤ全体にはめこみ、溝に相当する部分にスパイク金具４を装着させ、双方に止め鋲を打ち
込んで固定させ、スパイクタイヤとしての働きを可能にする。
ことが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平７－３０４３１０号公報
【特許文献２】実用新案登録第３０８３０６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
しかしながら、特開平７－３０４３１０号公報（特許文献１参照）においては、側部トレ
ッドを空気圧によって出没させる側部タイヤ部を設けてあるため、空気圧の生成や制御の
システムが必要となって非常に高価な装置となる上、複雑で故障が発生しやすいという問
題があった。
また、実用新案登録第３０８３０６６号公報（特許文献２参照）においは、ノーマルタイ
ヤ、スタッドレスタイヤ、スノータイヤのいずれにも道路との接地面全体に等間隔に溝を
設け、スパイク金具を装着して固定させ、スパイクタイヤとしての働きを可能にしたもの
であるが、ノーマルタイヤ、スタッドレスタイヤ、スノータイヤを溝付きの特殊な構造に
改変する必要があって、実用には不向きであるという問題があった。
【０００７】
そこで本発明は、通常のノーマルタイヤに装着され、必要に応じてスパイクタイヤとして
の機能を発揮させることができるタイヤのスパイク保持具を提供することを目的とするも
のである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
すなわち本発明のタイヤのスパイク保持具は、ホイールにタイヤ本体を装着したタイヤに
おいて、
前記ホイールの一方の側に取り付けた支持板と、該支持板からタイヤ本体の側面に沿って
回動かつ首振り自在に立ち上げ、上端をタイヤ本体の上面に沿って折り曲げたスタッドア
ームと、該スタッドアームの折り曲げ部分の上面に設けた複数のスタッドとを備えたスタ
ッド部材と、
前記ホイールの他方の側に取り付けた支持板と、該支持板からタイヤ本体の側面に沿って
立ち上げるとともに、前記スタッド部材の端部を保持する保持部材とを備えており、
常態においては前記スタッドアームをタイヤ本体の側面に沿った位置に回動し、かつスタ
ッドアームを首振りさせてタイヤ本体の外形よりも内側に折り畳んだ状態としてあり、
雪道等において使用する際には、前記スタッドアームを首振りさせてタイヤ本体の外周上
に位置するように立ち上げ、かつタイヤ本体の上面に沿った位置に回動させた上、スタッ
ドアームの端部を保持部材の端部に連結してスタッド部材の複数のスタッドがタイヤ本体
の上面を横断するように配置することを可能としたことを特徴とするものである。
【０００９】
本発明のタイヤのスパイク保持具は、前記スタッドアームをタイヤ本体の側面に沿って立
ち上げて回動かつ首振り自在とする手段は、スタッドアームを軸受を介して回動可能に保
持する縦軸部分と、該縦軸部分を首振り可能に支持板に保持する横軸部分とからなること
をも特徴とするものである。
【００１０】
本発明のタイヤのスパイク保持具は、前記スタッド部材の端部を保持する保持部材は、該
保持部材の端部に設けた挿通ピンを、前記スタッド部材の先端に設けた挿通孔にはめ込み
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、かつ挿通ピンと挿通孔との係合が解かれるのを防止するロック手段を設けたことをも特
徴とするものである。
【００１１】
本発明のタイヤのスパイク保持具は、前記挿通ピンと挿通孔との係合が解かれるのを防止
するロック手段は、前記挿通ピンと挿通孔との間に介在させた磁石からなることをも特徴
とするものである。
【００１２】
本発明のタイヤのスパイク保持具は、前記スタッド部材および保持部材は、前記支持板に
緩衝部材を介在させた上で連結してあることをも特徴とするものである。
【００１３】
本発明のタイヤのスパイク保持具は、前記常態においてタイヤ本体の側面に沿った位置に
回動し、かつ首振りさせてタイヤ本体の外形よりも内側に折り畳んだ状態としたスタッド
アームは、前記ホイールに設けたリング状ハンガーに取り付けた係合ピンに前記スタッド
部材の先端に設けた挿通孔をはめ込んで係止するようにしたことをも特徴とするものであ
る。
【発明の効果】
【００１４】
請求項１のタイヤのスパイク保持具は、常態においては前記スタッドアームをタイヤ本体
の側面に沿った位置に回動し、かつスタッドアームを首振りさせてタイヤ本体の外形より
も内側に折り畳んだ状態としてあり、
雪道等において使用する際には、前記スタッドアームを首振りさせてタイヤ本体の外周上
に位置するように立ち上げ、かつタイヤ本体の上面に沿った位置に回動させた上、スタッ
ドアームの端部を保持部材の端部に連結してスタッド部材の複数のスタッドがタイヤ本体
の上面を横断するように配置することを可能としたものである。
したがって、急に雪道や凍結した道路に遭遇した際、手間のかかるチェーンの装着等の作
業を行うことなく、簡易かつ迅速にタイヤ本体の上面に手動もしくは電動でスタッド部材
を配設することができ、また雪道や凍結した道路から解放された後はあまり手間をかけな
いで、前記スタッドアームをタイヤ本体の側面に沿った位置に回動し、かつスタッドアー
ムを首振りさせてタイヤ本体の外形よりも内側に折り畳んだ収納状態とすることができる
ので非常に有用である。
このようにすれば、アイスバーン、都会の雪道、豪雪地の雪道、新雪の積もった道路等各
種の雪道等に迅速に対応することができる。
【００１５】
請求項２のタイヤのスパイク保持具は、前記スタッドアームをタイヤ本体の側面に沿って
立ち上げて回動かつ首振り自在とする手段として、スタッドアームを軸受を介して回動可
能に保持する縦軸部分と、該縦軸部分を首振り可能に支持板に保持する横軸部分とで構成
したものである。
したがって、前記スタッドアームをタイヤ本体の側面に沿って立ち上げて回動かつ首振り
自在とする機構をコンパクトな構造とすることができる。
【００１６】
請求項３および４のタイヤのスパイク保持具は、前記スタッド部材の端部を保持する保持
部材は、該保持部材の端部に設けた挿通ピンを、前記スタッド部材の先端に設けた挿通孔
にはめ込み、かつ挿通ピンと挿通孔との係合が解かれるのを防止する磁石等からなるロッ
ク手段を設けたものである。
したがって、前記スタッド部材を保持部材にワンタッチで連結することが可能となり、ま
た確実にその離脱を防止することができる。
【００１７】
請求項５のタイヤのスパイク保持具は、前記スタッド部材および保持部材は、前記支持板
に緩衝部材を介在させた上で連結した構造である。
したがって、タイヤ本体の空気圧の変動や車体にかかる衝撃等によってスタッドアームの
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上面に設けた複数のスタッドの位置の変化にも柔軟に対応することができる。
【００１８】
請求項６のタイヤのスパイク保持具は、前記常態においてタイヤ本体の側面折り畳んだ状
態としたスタッドアームが、前記ホイールに設けたリング状ハンガーに取り付けた係合ピ
ンに前記スタッド部材の先端に設けた挿通孔をはめ込んで係止する構造である。
したがって、前記スタッドアームを係合ピンにワンタッチで連結することが可能となり、
また確実にその離脱を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明のタイヤのスパイク保持具の１実施例を示し、スタッド部材を折り畳んだ
状態の概略斜視図である。
【図２】スタッド部材を立ち上げた状態の概略斜視図である。
【図３】スタッド部材と保持部材とを連結した状態の概略斜視図である。
【図４】タイヤの正面図である。
【図５】タイヤの背面図である。
【図６】タイヤの概略断面図である。
【図７】スタッド部材を折り畳もうとする段階の概略断面図である。
【図８】スタッド部材をタイヤ本体の外形よりも内側に折り畳んだ状態の正面図である。
【図９】保持部材にショックアブソーバを内蔵させた状態を示す要部拡大図である。
【図１０】（ａ）はスタッド部材を折り畳み、ホイールに取り付けたハンガーに係止させ
た状態の概略正面図、（ｂ）はその概略側面図である。
【図１１】スタッドアームをタイヤ本体の側面に沿って立ち上げて回動かつ首振り自在と
する手段の別の例を示す概略斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
以下、本発明のタイヤのスパイク保持具の実施の形態を図面に基いて詳細に説明する。
図１ないし図３に示す本実施例のタイヤのスパイク保持具１０は、タイヤのホイール１２
にタイヤ本体１３を装着したタイヤ１１において、前記ホイール１２の一方の側に取り付
けた支持板２１と、該支持板２１からタイヤ本体１３の側面に沿って回動かつ首振り自在
に立ち上げ、上端をタイヤ本体１３の上面に沿って折り曲げたスタッドアーム２３と、該
スタッドアーム２３の折り曲げ部分２３ａの上面に設けた複数のスタッド２４とを備えた
スタッド部材２２を備えている。
また、前記ホイール１２の他方の側に取り付けた支持板２７と、該支持板２７からタイヤ
本体１３の側面に沿って立ち上げるとともに、前記スタッド部材２２の端部を保持する保
持部材２６とも備えている。
【００２１】
本実施例のタイヤのスパイク保持具において、前記スタッドアーム２３をタイヤ本体１３
の側面に沿って立ち上げて回動かつ首振り自在とする手段は、スタッドアーム２３を軸受
３２を介して回動可能に保持する縦軸部分３１と、該縦軸部分３１を首振り可能に前記支
持板２１に保持する横軸部分３３とで構成されている。
したがって、図１の前記縦軸部分３１でスタッドアーム２３を首振りさせることにより、
スタッド部材２２をタイヤ本体１３の側面に沿って折り畳んだ状態から、図２のようにス
タッド部材２２をタイヤ本体１３の側面に沿って立ち上げることができる。
次いで、スタッドアーム２３を軸受３２を介して軸方向に回動させれば、図３のようにス
タッドアーム２３の折り曲げ部分２３ａがタイヤ本体１３の上面に沿って配置された状態
となる。
図３においてスタッド部材２２は、スタッドアーム２３の折り曲げ部分２３ａの上面に設
けた複数のスタッド２４がタイヤ本体１３の上面に位置しているため、該スタッド２４は
タイヤの滑り止めとして有効に機能するようになるのである。
【００２２】
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このように、図１に示す常態においては前記スタッドアーム２３をタイヤ本体１３の側面
に沿った位置に回動させておき、かつスタッドアーム２３を横軸部分３３において首振り
させてタイヤ本体１３の外形よりも内側に折り畳んだ状態としてある。
また、図３に示す雪道等において使用する際には、前記スタッドアーム２３を横軸部分３
３において首振りさせてタイヤ本体１３の外周上に位置するように立ち上げ、かつタイヤ
本体１３の上面に沿った位置に回動させた上、スタッドアーム２３の端部を保持部材２６
の端部に連結してスタッド部材２２の複数のスタッド２４がタイヤ本体１３の上面を横断
するように配置されるようになっている。
【００２３】
図４および図５は、それぞれスタッド部材２２と保持部材２６とを連結した状態のタイヤ
の正面図と背面図である。また図６はスタッド部材２２と保持部材２６とを連結した状態
のタイヤの概略断面図であり、図７はスタッドアーム２３を縦軸部分３１において回動さ
せ、かつスタッドアーム２３を横軸部分３３において首振りさせてタイヤ本体１３の外形
よりも内側に折り畳んだ状態のタイヤの概略断面図である。
図８は、スタッド部材２２をタイヤ本体１３の外形よりも内側に折り畳んだ状態の正面図
である。
【００２４】
本実施例のタイヤのスパイク保持具において、前記スタッド部材２２の端部を保持する保
持部材２６は、図１ないし図３、図９に示すように該保持部材２６の端部に設けた挿通ピ
ン２６ａを、前記スタッド部材２２の先端に設けた挿通孔２２ａにはめ込み、かつ挿通ピ
ン２６ａと挿通孔２２ａとの係合が解かれるのを防止するロック手段を設けられている。
本実施例において挿通ピン２６ａと挿通孔２２ａとの係合が解かれるのを防止するロック
手段は図９に示すように磁石２８等からなっており、したがって前記スタッド部材２２を
保持部材２６にワンタッチで連結することが可能となり、また確実にその離脱を防止する
ことができる。
【００２５】
さらに図９は本発明のタイヤのスパイク保持具の他の例を示すものであり、本例において
前記スタッド部材２２および保持部材２６は、前記支持板２１，２７に緩衝部材２９を介
在させた上で連結させてある。図９において緩衝部材２９は、保持部材２６の支柱部分２
６ｂに内蔵したコイルバネ２６ｃからなるものである。もちろん、コイルバネ２６ｃに代
わる緩衝部材であってもよい。
【００２６】
本発明のタイヤのスパイク保持具においては、前記常態においてタイヤ本体１３の側面に
沿った位置に回動し、かつ首振りさせてタイヤ本体１３の外形よりも内側に折り畳んだ状
態としたスタッドアーム２３は、図１０（ａ）、（ｂ）のようにして不使用時の遊動を防
止されるようになっている。
すなわち、前記ホイール１２に設けたリング状ハンガー４１に取り付けた係合ピン４２に
前記スタッド部材２２の先端に設けた挿通孔４３をはめ込んで係止するようにしたのであ
る。もちろん、当該部分の係合も磁石４４によって確実にその離脱を防止するのが望まし
い。
【００２７】
図１１は、前記スタッドアームをタイヤ本体の側面に沿って立ち上げて回動かつ首振り自
在とする手段として、いわゆる市販のロボットアームを利用することができる。
そのようなロボットアームとしては、例えば株式会社イーケイジャパンのロボットアーム
　ＭＲ－９９９，ＭＲ－９９９Ｋ等に利用されている関節やその制御システムが採用可能
である。
図１１においては、ホイール１２に固定した支持板５１にロボットアーム（構造の詳細は
省略）５２を介してスタッドアーム５３を取り付けた構造となっている。
【産業上の利用可能性】
【００２８】
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以上詳述した本発明のタイヤのスパイク保持具によれば、スタッド部材のタイヤ上面への
装着やタイヤ側面に沿った収納により、雪道等に対応可能なスパイクタイヤとしてまたは
通常の道路に対応可能なノーマルタイヤとしての機能を発揮するタイヤを提供することが
できる。
【００２９】
さらに、本発明によれば、通常のタイヤに取り付けてスパイクタイヤとして機能させ、ま
た、通常のタイヤによる走行に支障を生じさせないタイヤのスパイク保持具を提供するこ
とができる。さらに、スタッドピンのトレッド表面からの突出状態を調整することで、各
種の雪道に適確に対応できるタイヤを提供することができる。
【符号の説明】
【００３０】
１０　タイヤのスパイク保持具
１１　タイヤ
１２　ホイール
１３　タイヤ本体
２１　支持板
２２　スタッド部材
２２ａ　挿通孔
２３　スタッドアーム
２３ａ　折り曲げ部分
２４　スタッド
２６　保持部材
２６ａ　挿通ピン
２６ｂ　支柱部分
２６ｃ　コイルバネ
２７　支持板
２８　磁石
２９　緩衝部材
３１　縦軸部分
３２　軸受
３３　横軸部分
４１　リング状ハンガー
４２　係合ピン
４３　挿通孔
４４　磁石
５１　支持板
５２　ロボットアーム
５３　スタッドアーム
【要約】
【課題】
通常のノーマルタイヤに装着され、必要に応じてスパイクタイヤとしての機能を発揮させ
ることができるタイヤのスパイク保持具の提供。
【解決手段】
ホイールにタイヤ本体を装着したタイヤにおいて、
前記ホイールの両側にスタッド部材と該スタッド部材の端部を保持する保持部材とを備え
ており、
常態においては前記スタッドアームをタイヤ本体の側面に沿った位置に回動し、かつスタ
ッドアームを首振りさせてタイヤ本体の外形よりも内側に折り畳んだ状態としてあり、
雪道等において使用する際には、前記スタッドアームを首振りさせてタイヤ本体の外周上
に位置するように立ち上げ、かつタイヤ本体の上面に沿った位置に回動させた上、スタッ
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ドアームの端部を保持部材の端部に連結してスタッド部材の複数のスタッドがタイヤ本体
の上面を横断するように配置することを可能としたことを特徴とするタイヤのスパイク保
持具。
【選択図】図２

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】

【図１０】 【図１１】



(11) JP 5774798 B1 2015.9.9

フロントページの続き

(56)参考文献  特開昭４８－６３４０４（ＪＰ，Ａ）　　　
              実公昭４７－３０３２５（ＪＰ，Ｙ１）　　
              実開昭６３－１１４７０２（ＪＰ，Ｕ）　　　
              実開昭４９－６１２０３（ＪＰ，Ｕ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ６０Ｃ　　２７／２０　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	abstract
	drawings
	overflow

